




































序章  本論の目的 
第１章 古墳時代と基礎社会 －人・もの・情報の流れを通して－ 
第２章 古墳時代中期の古墳と集落からみた対外交流 
第１節 播磨における古墳時代中期の政治変動 －古墳と渡来人の動向を中心として－ 



















第６章 流通から見た国家形成過程 まとめにかえて   
 
●論文要旨―――――――――――――――――――――――――――――――――――  



















 これらの段階は、中央政体における対外交渉のあり方の 3 段階変化に対応すると理解し
た。その上で、検証を重ね、前方後円墳から墳形が変化しても、一律に規制として捉える
べきでないことを明らかにした。 
第２節 播磨における古墳時代の集落 －渡来人の動向を中心として－ 







































































第４章 横穴式石室からみた地域間交流  


































































第６章 流通から見た国家形成過程 まとめにかえて 
 以上の点を社会発展過程としてまとめると、5世紀前半は、格差が集落内部で進まず、建
物の機能分化は、ごく一部の地域以外では認められない。集落の人口増加や集中は、進ま
ず、都市の存在は認められない。また、大和・河内の周辺地域では、前方後円墳の築造は
停止する傾向にあり、古墳祭祀の共有は崩れたと思われる。手工業生産は、集落内部で小
規模な工房は認められるが、専業化を認めるには至らない。一方で、巨大な前方後円墳が
河内で築造されるなど、中心は、大規模な労働力の確保とそれを組織する指揮命令系統を
保持していた。よって、日常生活における格差と古墳築造活動における格差は異なってい
たと考えられる。それは、そのまま、集落から見た社会と古墳から復元される社会とのギ
ャップとして存在する。 
 5世紀を通して、畿内とその周辺部は、父系社会への移行は認められない。また、常備軍
の存在は、一部地域を除いて、否定的な状況にある。さらに、格差の表現が墓において顕
著であって集落内部での格差は希薄である。 
 5世紀後半には、格差は、一部に量的な差から質的な差へとの転換が試みられるが、継続
性に乏しく貫徹しない。集落内部では量的な差がやや進む傾向も認められる。都市化は進
まず、小規模な集団の連接型居住が主流を占める。 
 6世紀前半には、社会は、前方後円墳と横穴式石室を利用した前期以来の関係性の再構築
と新たな葬制と祭祀の共有を目指すようになる。流通経路の 2 重性は、相互のネットワー
クが対等に存在し、競合することによって刺激を与え、社会発展の起因的な出発点となっ
ていく。大和・河内周辺部では、親族形態は、父系制社会へとの移行が認められる。 
 畿内全体で、6世紀後半には親族形態は父系制社会への移行が進展するが、貫徹するには
至らない。流通経路の 2 重性は解消され、個別社会の連携が再構築される。量的な差が進
み、墳丘規模や石室規模などで複数の格差が存在するようになる。それでも、各地の外部
への発進力は弱く、同一の石室を共有するような点では極限られた範囲にとどまる。一方
で、武器の普及はすすみ、保有者は増加した。 
 7世紀に入り、前方後円墳の築造停止と共に、量的な格差表現から質的な格差表現への転
換が認められる。これにより、社会構造は大きく発展する方向が示されたと理解できる。
これは、前期以来の量的な格差表現の停止でもあり、古墳時代の終焉とも評価できる。 
